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１．教員紹介・主な研究分野   
 看護基礎教育終了後，総合病院，大学病院で看護師として ICU，CCU，心臓外科病棟で勤務しまし

た。その後、大分大学大学院医学系研究科を修了（看護学修士）し，総合病院で院内教育，新人教育

などの現任教育に携わりました。看護師のキャリア形成や循環器疾患を抱える患者の看護に興味をも

っています。現在は成人老年看護学の教育に携わり、シミュレーション教育を取り入れながら演習を

行っています。 
 
２．研究業績 
 ① 最近の著書・論文 
・ 村田和子 ，福田和美（2024）：成人看護学演習における OSCE の現状と課題，福岡県立大学看護学研

究紀要，第 21巻 
・ 福田和美，中尾久子，村田和子（2022）：術後早期の看護ケアを行う看護師による家族に対する情報

共有に関連したケア，The Journal of Nursing Investigation，第 20巻，第 1号 

・ 村田和子 ，笹山万紗代，福田和美，大場美緒，政時和美，山口馨子，中井裕子，古庄夏香（2022）：

成人急性看護学実習におけるシミュレーション教育を取り入れたハイブリッド型学内実習の実践報

告，福岡県立大学看護学研究紀要，第 19巻 

・ 
 

山口馨子，笹山万紗代，大場美緒，村田和子 ，中井裕子，福田和美（2022）：クリティカルケア実習

における看護学生の体験－フォーカス・グループインタビューの分析，福岡県立大学看護学研究紀要，

第 19巻 

・ 政時和美，大場美緒，古庄夏香，中井裕子，村田和子，笹山万紗代，山口馨子，福田和美（2022）：

学内での対面とオンラインを組み合わせた成人慢性看護学実習の取り組み，福岡県立大学看護学研究

紀要，第 19巻 

 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ Kazuko Murata， Kazumi Fukuda， Hisako Nakao： Awareness of Nurses on Patient Family 

Participation in Postoperative Delirium Care，Poster，28th East Asian Forum of Nursing 

Scholars．2025．KOREA 

・ Kazumi Fukuda，Kazuko Murata，Hisako Nakao：Conditions of Patient Family Cooperations as 

Encouraged by Nurses Providing Postoperative Delirium Care，Before and After the Outbreak 

of COVID-19，Poster，28th East Asian Forum of Nursing Scholars．2025．KOREA 

・  
 

 ② 過去の主要業績 
・ 小田正枝，下舞紀美代，安藤敬子，中西順子，村田和子，古川秀敏，古庄夏香他，『大特集 看護計

画まで見せます！実習でよく挙げる看護診断ベスト 10』，プチナース，第 18巻，第 13号，2009，照

林社 
・ 宇井進，中川晋，樅山幸彦，廣谷隆，田畑稔，安藤恵美子，川渕いづみ，相良恭子，星まき子，菊川

智恵，伊勢田礼子，村田和子，中島千夏代，立石由紀子，『心疾患テクニカルチェック―クリニカル



パスにみるナーシングケア』，第Ⅰ章(4)「大動脈弁膜症」，第Ⅰ章(8)「心不全」，第Ⅰ章(9)「感染

性心内膜炎」，第Ⅲ章(3)「IABP」を担当，メディカ出版 
・  

 
３．外部研究資金 
  

 
４．受賞 

  

 
５．所属学会 

 
日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本看護学教育学会 
 

 
６．担当授業科目 

 

成人老年看護学Ⅰ（急性期）・２単位・２年・後期、成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期）・２単位・

２年・後期、専門看護学ゼミ・２単位・３年・通年、クリティカルケア・周術期看護演習・２単位・

３年・前期、セルフケア支援演習・２単位・３年・前期、成人老年急性期看護学実習・３単位・３年・

後期、成人老年慢性期看護学実習・３単位・３年・後期、卒業研究・２単位・４年・通年、統合実習・

２単位・４年・通年 
 
７．社会貢献活動 

  

 
８．学外講義・講演 

  

 
９．附属研究所の活動等 

  

 
 
 
 


